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論文審査要旨  『難 民
 土壌面蒸発量を推定する方法はあまたあるが,著者は土壌中の水分移動が熱の流れに近似出来る
 というB扱ckin帥umの考え方に基き,地表面近くの土壌水分傾度から求める方法に主力を置くと共
 に,この方法の妥当性を立証した。
 最近Philip寿よぴdeVギiesは土壌中の水分移動を表わす最も一般な式として,土壌中の温度
 場と水分場を考慮した式を導いている。これに対し著者は土壌内に於る毛管現象による水の移動と
 空隙の存在に由来する水蒸気の移動とを考察して,我国で通常晃られる乾燥の程度では土壌内の水
 蒸気の拡散率は水のそれに対して省略出来ることを立証し,その結果としてP姓mpやdeVries
 の式を簡略化」比較的簡単な測是によって蒸発を求めうる式を導いた。土壌中の水分傾度測定は
 Golma登の91assfibreOh㎜eterを土壌麺繍Dて次表倣う妖々3層醒めて行った。
 A:(0.G-0.50死2.0-2.50死4.0-4.50卿)
 B:(0.0-0.5峨1.Oq.50死2.0-2.50加)
 A,B両方法による蒸発量評価の差違は殆んど認められなかった。
 次にこの方法の検定のため土壌直接秤量法を行った。これは直径2吸筒さ5伽の有底の円筒を
 土中に埋め,これに自然状態の外部の土壌と同じように土をつめ,それを円筒とも秤量して,減量
 より蒸発量を推定する方法である。。
 さらに間接的推定方法として,土壌面.上の空気薄層内の水蒸気密度傾度を測冠して蒸発量を求める
 方法乱流輸送理論による方法}熱収支法,水収支法等を用いて蒸発量を推定し,各方法によって
 褐られた値と比較検討している。
 これらのうち土壌水分傾度法と水蒸気密度傾度による方法は傾向も測定値も極めてよぐ類似し,
 直接秤量法に最も近ぐ,小地域の裸地からの蒸発量測定には適していると云える。これに対して乱
 流輸送式による方法はかなり異った値を与える鵜この方法は移流などの影響もあり,小地域の蒸
 発量の測定には適さないと見るべきであろう。
 熱収支法,水収支法もこれを小地域に適用し様とすると収支に与かる各項の測定誤差が太きぐ影響
 してくるので,矢張り不適当であると云う結果を得た。
 著者は更に関東地方で冬季土壌内に成長する霜柱が地中の水分を強制的に上昇させ,土壌表面を
 湿潤する結果冬季の土壌面蒸発を以外に多くさせていることを実測により確め,更に土壌面蒸発
 抑制法についても二,三の実験と検討を行っている。
 これを要するに著者は農業気象学の中でも国難とされていた土壌面よりの蒸気量に対し多年に亘
 る研究の結果,土壌面蒸発の特性を明かにしたと共に,有力な測走法を開発した点で,この分野に
 対する貢献は高ぐ評価さるべきである。
 よって本論文は理学博士の学位論文として合格であると認める。
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